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射水市教育委員会１１月定例会会議録 
 
Ⅰ 開会日時 平成２７年１１月２４日（火）    開会 午前１０時３０分 
                         閉会 午前１１時４０分 
Ⅱ 会議場所 放生津小学校 会議室 
 

Ⅲ 出席委員 
  長井教育長、織田委員、宮原委員、眞岸委員、大代委員 
    

Ⅳ 会議事件説明員 
 尾山教育次長、成田教育次長、原学校教育課長、荒谷生涯学習・スポーツ課長、 
沢田教育センター所長、日下学校給食センター所長、原田新湊博物館長、杉高学校教育課主幹、 
杉本中央図書館長、塩谷学校教育課長補佐 

 

Ⅴ 傍聴人数 なし 

 

Ⅵ 会議の要旨 

  午前１０時３０分、教育長が開会を宣した。 

 

 

１ 会議録の承認 

  承認された。 

 

２ 教育長の報告 

（１）平成２７年１１月臨時会会期日程及び提出議案について 

（２）平成２７年１２月定例会会期日程及び提出議案について 

 教育長が資料１、２に基づき概要を説明し、教育次長が詳細を説明した。 

 

３ 協議事項 

（１）（仮称）生涯学習センターの設置について（案） 

 生涯学習・スポーツ課長が資料３に基づき説明した。 

 

４ 各課等の報告事項 

（１）牛乳パック リサイクル報告概要について 

学校教育課長が資料４に基づき説明した。 

（２）平成２７年度小学校グリーンカーテン実証実験事業の概要について 

学校教育課長が資料５に基づき説明した。 

（３）射水市教育施設指定管理候補者の選定結果について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料６に基づき説明した。 

（４）平成２８年射水市成人式について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料７に基づき説明した。 

（５）射水市孫とおでかけ支援事業について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料８に基づき説明した。 
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（６）射水市雑誌スポンサー制度の実施について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料９に基づき説明した。 

（７）金管アンサンブルクリニックの実施について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料10に基づき説明した。 

（８）射水市元旦マラソン２０１６について 

 生涯学習・スポーツ課長が資料11に基づき説明した。 

（９）教育委員会行事予定                                     

学校教育課長補佐が資料12に基づき説明した。 

 

５ その他 

次回開催日時・場所は、１２月２５日（金）午前１０時から下庁舎会議室 

 
６ 議事 
（１）（仮称）生涯学習センターの設置について（案） 

[委員] 現在、働く婦人の家、小杉勤労青少年ホームのそれぞれの施設は、指定管理者制度
で運営しているが、以後どのようになるのか。 

[事務局] 働く婦人の家、小杉勤労青少年ホームは、開館時間や休館日などほぼ同じような運
営であった。生涯学習センターについては開館時間、開館日を拡充する考えであり、こ

の運営に係る実績データがないので、指定管理制度ではなく、まずは委託形式をとり実

績を積んでいく考えである。 
[委員] それぞれの指定管理者には、しっかりと説明されたい。 
[委員] 小杉勤労青少年ホームは会議にも使われていたが、どうなるのか。 
[事務局] 内容により中央公民館など減免になりうる施設があり、それらを利用していただく。 
[委員] 利用者人数から、働く婦人の家の施設のみで対応できるか不安な点もある。それぞ

れの施設の教室等の学習プログラムがあったが、継続されるのか。 
[事務局] 継続される。施設使用料、教室等についても婦人会等の方々から話を聴いて整理し

ているところである。 
[委員] 生涯学習センターとなれば、市民全体が利用対象となる。施設がわかりにくい場所

にあるので、案内看板を設置してわかりやすくすることが必要。駐車場もわかりにく

い。 
[事務局] 施設案内看板をはじめ施設に係る周知は大切であり、対応を考えていく。 
    料金の取り扱いは、券売機の設置を検討している。 
[委員] 生涯学習センターとして、市民ニーズに合致したものとなるよう、しっかりと対応

されたい。 
（２）射水市雑誌スポンサー制度の実施について 

[委員] 企業はスポンサーとしてどのような本でも可能なのか。 
[事務局] 射水市中央図書館では 90タイトルの雑誌を取り扱っている。その一覧を示し、スポ

ンサーになっていただくことを考えている。 
[委員] 射水市内の企業が対象か。 
    新刊のみに広告の入った雑誌カバーを付けるのか。 
[事務局] 市内に限らず、対象としたい。 
     新刊のみ。新刊は館内閲覧のみで、バックナンバーは貸出可能としている。 
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（３）金管アンサンブルクリニックの実施について 

[委員] 子供たちにとっても指導を受け励みになる。例えば合唱コンクールが全中学校でも
あることから合唱部などクリニックの種目を拡げることができればよいと思う。 

[事務局] 12月に行われる市 PTA連絡協議会 10周年記念行事では、オペラ歌手の澤部さんが
子供たちに合唱指導されたり一緒に歌ったりすると聞いている。 

 
 
午前１１時４０分、議事等が終了したので教育長が閉会を宣した。  
                        記録員   塩 谷 明 永 


